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江戸名所・品川 

品川
しながわ

御
ご

殿
てん

 

御殿山の名称は、江戸時代※前期に品川御殿と呼ばれる将軍の館が設けられたこ

とに由来します。御殿は、将軍の鷹狩りなどの際の休泊所とされており、また

軍事的な防御拠点でもあったと想定されています。品川御殿には、三代将軍徳

川家光がたびたび訪れ、政治に関わる重要な会議や茶会を催していましたが、

1702年に焼失したのちは再建されませんでした。 

 

※江戸時代：17世紀初期から 1868年の明治維新まで続いた時代。江戸（現在の

東京都）に幕府が置かれたためこの名称で呼ばれます。 

 

花見の名所 

品川御殿のあった御殿山は、飛鳥山（東京都北区）や隅田川とともに八代将軍

徳川吉宗が庶民に開放し、やがて桜の名所として整備されていきました。人々

の憩いの場となった御殿山は、賑わいを見せるとともに、歌川広重や葛飾北斎

といった浮世絵師に画題として取り上げられ、江戸名所の一つになりました。

また、寺社を中心に品川区南部の大井から池上本門寺（東京都大田区）付近ま

で桜が植えられ、将軍から庶民まで多くの人々が足を運びました。 

 

御菜
お さ い

肴
さかな

八ヶ浦
はちかうら

 

品川地域には、品川浦（南品川 猟
りょう

師
し

町
まち

）と大井御
お

林
はやし

浦（御林猟師町）の二つ

の漁村が形成され、江戸城へ鮮魚を献上する 8 つの漁村（御菜肴八ヶ浦）の一

部として発展しました。なかでも品川浦は、金杉浦と本芝浦（いずれも現在の

東京都港区）とともに中心的役割を果たしていました。なお、8つの漁村の内訳

は、金杉・本芝（いずれも現在の東京都港区）・品川・大井御林（いずれも現在

の東京都品川区）・羽田（現在の東京都大田区）・生麦・新宿
しんしゅく

・神奈川（いずれ

も現在の神奈川県横浜市）です。 

 

寛政のくじら 

寛政 10 年（1798）5 月、天
てん

王
のう

洲
ず

（現在の東京都品川区東品川）の浅瀬に迷い込

んだ大鯨を漁師らが捕まえました。長さ 16m 余り、高さ 2m もあり、かわら版※

も出版されて多くの見物人で賑わったとされています。鯨は浜御殿（現、浜離

宮恩賜庭園）まで運ばれて 11代将軍徳川家
いえ

斉
なり

も見物しました。その後、鯨は洲
す
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崎
さき

弁天
べんてん

（現、利田神社）の境内に埋葬され、鯨を供養する碑が建立されました。 

 

※かわら版：江戸時代の号外新聞のようなもの。 

1_03_01 

 

南
なん

浦
ぽ

桜案内 

杜
と

格
かく

斎
さい

景
けい

山
ざん

 

文化年間（1804年～1818年）成立か 

大井村の役人で、俳人でもあった大
おお

野
の

五
ご

蔵
ぞう

惟
ただ

図
のり

（俳号：杜格斎景山）による、

品川・大井周辺の桜の名所案内。北は

御殿山から南は池上本門寺（東京都大

田区）までを記し、俳句と花見の時期

を記しています。松
まつ

尾
お

芭蕉
ばしょう

※ゆかりの泊
はく

舩
せん

寺
じ

に奉納されました。 

※松尾芭蕉：「奥の細道」を記した江戸

時代の著名な俳人。 

1_03_02 

 

浴衣
ゆ か た

（復元） 

 

19 世紀には、江戸の名所や名物を題材

にした浴衣が作られました。この浴衣

もその一つで、品川などでとれた魚介

類をモチーフにしています。模様が裏

表にぴったり重なる「長
なが

板
いた

中
ちゅう

型
がた

」と呼

ばれる手法で染められています。 
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1_03_03 

 

品川御殿山花見（複製） 

 

葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

画 

文政～天保初期頃（1818～1830年代） 

原資料：北斎館所蔵 

浮世絵は、役者・美人・力士・風景・

花鳥など広く世間の風俗を描いた絵画

のことで、絵
え

師
し

が手描きで描いた肉筆

画と、絵師・彫
ほり

師
し

・摺
すり

師
し

といった職人

たちの共同作業で作られる木版画があ

ります。この浮世絵は肉筆で、御殿山

の花見の様子を描いています。 

1_03_04 

 

江戸名所図会
ず え

 巻二「西
さい

光
こう

寺
じ

」 

 

斎
さい

藤
とう

幸
ゆき

雄
お

ほか著、長
は

谷
せ

川
がわ

雪
せっ

旦
たん

画 

天保 5年（1834） 

江戸時代後期の挿絵入り名所ガイドブ

ック。西光寺の境内に、本堂前の児
ちご

桜
ざくら

と醍
だい

醐
ご

桜
ざくら

が描かれています。本文で

は、「境内に古い桜の木が数本あり、桜

が満開の時は、この地域で一番の花の

名所である」とされています。 
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1_03_05 

 

桜の標本「普
ふ

賢
げん

象
ぞう

」 

 

平成 28年（2016）制作 

普賢象という種類の桜です。淡い紅色

で大きな八重の花で、江戸時代の大井

では来
らい

福
ふく

寺
じ

で花を咲かせていました。

これは別の場所で採取した普賢象を、

アクリルに封入して標本にしたもので

す。 

1_04_06 

 

 

宿方
しゅくかた

明細
めいさい

書上
かきあげ

帳
ちょう

 

 

天保 14年（1843）3月 

立正
りっしょう

大学
だいがく

所蔵、当館寄託 

南品川宿の名主
な ぬ し

※を代々務めた利
かが

田
た

家

が所蔵した、品川宿の概要をまとめた

帳面。ヒラメ・エビ・イカ・タイなど、

南
みなみ

品川
しながわ

猟師
りょうし

町
まち

で獲れる魚介類が記さ

れています。 

※名主：村政全般を司った役職。 

1_04_07 

 

品川沖鯨の図 

 

寛政 10年（1798）ごろ成立 

品川沖に迷い込んだ鯨の姿を描き、そ

の周りに大きさなどの情報を記入して

います。 

 

※現在、この資料は展示していません。 

 


